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Painted History

「
事
件
」
を
描
く
と
い
う
事
件

画
家
た
ち
の
美
術
史

1959年、集団“30”展を渋谷東横百貨店会場で開く。前年春、26歳で日本大学芸術学部美術研究所を
退所してフリーランスに。ルポルタージュ絵画だけではだめだと感じ始めていた

革命首都　1959 キャンバス
に油彩、新聞　97×162cm
東京都現代美術館蔵

横
山
勝
彦
＝
文

森
田
兼
次
＝
写
真﹇
＊
﹈

中
村
宏
の
最
も
有
名
な
作
品
は
１
９
５

５
年
に
制
作
さ
れ
た《
砂
川
五
番
》で
あ

る
。
東
京
都
下
、
立
川
に
あ
る
ア
メ
リ
カ

軍
基
地
の
拡
張
に
反
対
す
る
農
民
た
ち

に
よ
る
砂
川
闘
争
の
現
場
を
描
い
た
こ
の

作
品
は
、
50
年
代
の
ま
さ
に
政
治
の
季
節

に
お
け
る「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
運
動
」

か
ら
生
ま
れ
た
。
安
部
公
房（
１
９
２
４-

１
９
９
３
）、
勅
使
河
原
宏（
１
９
２
７-

２
０

０
１
）、
山
下
菊
二（
１
９
１
９-

１
９
８
６
）な

ど
中
村
よ
り
５
歳
か
ら
10
歳
く
ら
い
年
長

の
人
々
が
主
導
し
、
戦
後
の
リ
ア
リ
ズ
ム

運
動
か
ら
生
ま
れ
た「
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

絵
画
運
動
」の
一
環
と
し
て
、「
基
地
反
対

闘
争
に
参
加
し
、
そ
れ
を
記
録
し
報
告
す

る
」と
い
う
目
的
で
こ
の
作
品
を
制
作
し

た
当
時
を
、
中
村
は
、「
新
聞
記
者
の
よ
う

に
現
場
で
取
材
し
て
描
く
こ
と
は
面
白

か
っ
た
」と
回
顧
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
作

品
は
、
単
な
る
闘
争
の
記
録
で
は
な
い
。

文
学
や
写
真
・
映
画
の
表
現
と
は
異
な
る

絵
画
と
し
て
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
的
表
現

を
模
索
し
た
中
村
は
、
現
場
で
取
材
し
な

が
ら
も
、
実
際
の
制
作
に
お
い
て
は
、
ロ

シ
ア
人
画
家
レ
ー
ピ
ン
や
メ
キ
シ
コ
人
画

中
村
宏

50

1959
「『社会的事件』だけではなく、自分を取り巻くあらゆることが
すべて『事件』だと思うようになったのです」

ホルベイン 画家たちの美術史

ル

ポ

ル

タ

ー

ジ

ュ
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1971
「学生に古典技法を教えながら、
絵画について考えていました。
具体的なものの形には情報量が
多いのだ、と」

家
リ
ベ
ラ
、
さ
ら
に
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
画
家

ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
表
現
を
援
用
し
た
。
全

体
が
広
角
ワ
イ
ド

レ
ン
ズ
で
覗
い
た
よ
う
に
各
部

分
を
歪
め
、「
パ
ー
ツ
の
不
自
然
さ
を
も
っ

と
ア
ピ
ー
ル
」し
、
意
図
し
て
部
分
的
な

不
自
然
さ
を
演
出
し
な
が
ら
、「
絵
画
と

し
て
の
強
さ
」を
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

「
ま
ず
は
、
映
画
的
構
図
が
ふ
わ
っ
と
浮

か
ぶ
ん
で
す
ね
。
そ
れ
か
ら
、
モ
チ
ー
フ

を
当
て
は
め
て
い
く
。
記
録
し
た
モ
チ
ー

フ
を
ね
と
自
ら
の
方
法
を
語
る
よ
う
に
、

当
時
23
歳
の
中
村
が
描
い
た
こ
の《
砂
川

五
番
》は
、
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
の
代
表

作
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
戦
後
美
術
を
回

顧
す
る
各
種
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て

き
た
が
、
中
村
本
人
に
と
っ
て
も
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
そ
れ
は
、

こ
れ
以
後
50
年
間
に
わ
た
る
中
村
の
画

家
と
し
て
の
基
本
的
な
作
画
の
姿
勢
が
す

で
に
最
初
期
の
こ
の
作
品
で
明
確
に
現
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

社
会
的
現
実
あ
る
い
は
事
件
を
記
録
し

報
告
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
意
識
か
ら

出
発
し
た
中
村
が
、
日
大
芸
術
学
部
で
セ

ル
ゲ
イ
・
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
モ
ン
タ
ー

ジ
ュ
理
論
を
学
ん
だ
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
先
の「
映
画
的
構
図
」
と
い
う
言
葉

上――似而非機械　1971 キャンバスに油彩
162×130cm 練馬区立美術館蔵

下――円環列車・A 望遠鏡列車　1968 キャンバスに油彩
182×227cm 東京都現代美術館蔵
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1992
「意味や物語ではなくて、
絵画そのものを見てほしい。
そう思いながら立入禁止の柄を描きました」

フ
」の
変
化
に
従
っ
て
多
様
に
展
開
し
、

変
化
し
て
い
く
。
60
年
代
に
は
、
観
念
的

な
場
所
と
風
景
を
描
い
た「
観
念
絵
画
」と

で
も
言
う
べ
き
作
品
を
、
ま
た
彼
の
作
品

の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
も
言
え
る「
セ
ー

ラ
ー
服
」と「
機
関
車
」が
登
場
す
る
。
70

年
代
に
は
、「
車
窓
」シ
リ
ー
ズ
が
描
か
れ
、

80
年
代
後
半
か
ら
は「
タ
ブ
ロ
オ
機
械
」の

シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
る
。
そ
し
て
90
年
代
以

降
は「
黄
色
法
則
」「
限
界
表
示
」「
鉄
道
ダ

イ
ヤ
」「
絵
図
連
鎖
」な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
作

品
が
、
現
在
も
制
作
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
多
彩
な
変
化
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
抽
象
的
な
作
品
は
な

い
。
そ
も
そ
も
中
村
の
出
発
点
の
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
絵
画
は
、
不
特
定
多
数
の
観
者

に
社
会
的
現
実
や
事
件
を
記
録
し
報
告

す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
た
め
、

「
結
果
的
に
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
り
具
象
性
が

高
い
絵
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
忠
実
な
報
告
の
た
め
に
は
、「
ま
ず

自
分
の
好
み
を
殺
す
」と
い
う
姿
勢
が
求

め
ら
れ
た
。
心
情
吐
露
や
内
面
の
表
現
と

い
う
こ
と
を
嫌
悪
す
る
中
村
に
と
っ
て
、

ま
さ
に
自
分
の
外
側
の
現
実
を
描
く
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画
は
、
最
適
の
方
法
で
あ
っ

に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
映
画
監
督
に

な
り
た
か
っ
た
中
村
に
と
っ
て
、《
砂
川
五

番
》は
、
複
数
の
カ
ッ
ト
の
組
み
合
わ
せ
か

ら
新
し
い
意
味
を
持
つ
画
面
を
つ
く
る
と

い
う
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
技
法
を
絵
画
に
適
用

す
る
こ
と
を
試
行
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
現
実
の
様
々
な
断
片
を
再
構
成

し
て
、
全
体
の
表
現
効
果
を
高
め
る
と
い

う
方
法
は
、
ま
さ
に
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
絵
画

の
出
発
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。

50
年
代
後
半
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
絵
画

か
ら
始
ま
っ
た
中
村
の
歩
み
は
、「
モ
チ
ー

た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
展
開
し
た
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
と
い
う
作
画
の
方
法
は
、す
で

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
モ
チ
ー
フ
」を
変
え

る
こ
と
で
、
多
様
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
シ

リ
ー
ズ
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
リ
ア
ル
な

現
実
を
描
く
と
い
う
中
村
の
姿
勢
は
、
画

面
の
変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
驚
く
ほ
ど

一
貫
し
て
い
る
。
自
己
を
取
り
囲
む
現
実

を
ク
ー
ル
に
観
察
し
、
観
察
さ
れ
た
現
実

は
、
次
の
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
絵

画
と
い
う
新
し
い
現
実
を
実
現
す
る
た
め

に
様
々
に
変
形
さ
れ
、
強
度
を
増
し
、
モ

ン
タ
ー
ジ
ュ
的
方
法
に
よ
っ
て
作
品
と
し

て
画
面
に
定
着
さ
れ
る
。「
何
か
を
表
現

す
る
こ
と
自
体
が
事
件
」
に
似
て
い
る
と

限界表示・3 1992
キャンバスにアクリル絵具　162×112cm

車窓篇TYPE5（ドリル） 1978 キャンバスに油彩
130×162cm 練馬区立美術館蔵

ホルベイン 画家たちの美術史
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なかむら・ひろし 1932年静岡県浜松市生まれ。51
年、日本大学芸術学部美術学科入学。青年美術家連
合への参加を契機として53年から画家として活動を
始め、55年には砂川や北富士演習場など米軍基地反
対闘争に参加してルポルタージュ絵画を制作。その
後も絵画にとどまらず装丁や挿画、ポスター、イラストレー
ションなどを多数手がける。64年には故・立石紘一とと
もに「観光芸術」を宣言、69年には美學校創設に参
加。個展は56年、タケミヤ画廊（東京）での開催以後、
47回を数える。またグループ展では53年「ニッポン」展
（東京都美術館）、54～61年「日本アンデパンダン展
（第7回～第14回）」（東京都美術館）、60年「超現実絵
画の展開」展（東京国立近代美術館）、81年「現代美
術の動向Ⅰ・1950年代―その暗黒と光芒」展（東京都
美術館）、88年「日本のルポルタージュ・アート」展（板
橋区立美術館、東京）、91年「芸術と日常―反芸術／
汎芸術」展（国立国際美術館）、97年「ねりまの美術
'97池田龍雄・中村宏」展（練馬区立美術館、東京）な
ど。作品集・著書に、限定13部の総銅製本『機甲本
イカルス』（稲垣足穂と共著、呪物研究所、1973）ほか、
『図画蜂起 1955―2000』（美術出版社、2000）、『絵
画者 1957―2002』（美術出版社、2003）など多数。
下記の回顧展のほか、2月24日―4月15日「中村宏小
品展」が東京・練馬区立美術館で開催予定。

現
代
の
潮
流
と
は
直
接
関
与
し
て
い
な
い

よ
う
だ
。
絵
画
と
い
う
現
実
を
問
題
に
し

始
め
た
60
年
代
か
ら
70
年
代
、
彼
と
し
て

は
概
念
的
と
い
え
る「
車
窓
」シ
リ
ー
ズ
か

ら「
タ
ブ
ロ
オ
機
械
」へ
の
時
期
、
む
し
ろ

中
村
は
、
書
物
の
挿
画
や
装
丁
を
大
量
に

こ
な
す
こ
と
で
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
一
翼

を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
画
家
や
絵
描

き
で
は
な
く
、
自
ら
を「
絵
画
者
」と
呼
ぶ
中

村
の
透
徹
し
た
視
線
は
、
時
代
の
流
行
を

超
え
て
、
形
象
に
よ
る
表
現
と
い
う
絵
画

の
原
点
に
深
く
根
ざ
し
た
も
の
で
も
あ

る
。

◎
よ
こ
や
ま
・
か
つ
ひ
こ[

練
馬
区
立
美
術
館
学
芸
員]

12
月
25
日
、
江
東
区
木
場
の
東
京
都
現
代
美
術
館

に
て
取
材

見
る
中
村
宏
に
と
っ
て
、
政
治
闘
争
や
労

働
運
動
な
ど
が「
社
会
的
事
件
」で
あ
る

と
同
様
に
、
家
族
や
子
ど
も
時
代
か
ら
馴

染
ん
で
い
た
セ
ー
ラ
ー
服
や
修
学
旅
行
、

機
関
車
な
ど
は「
自
分
的
事
件
」で
あ
り
、

ま
た
絵
を
描
く
こ
と
も「
絵
画
的
事
件
」で

あ
る
。
中
村
宏
に
と
っ
て
絵
画
と
は
、
多

様
な「
事
件
」を
具
体
的
に
描
く
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

50
年
代
の
政
治
の
季
節
に
、い
わ
ば
遅
れ

て
き
た
青
年
画
家
と
し
て
関
与
し
た
中

村
宏
は
、
60
年
代
以
降
の
い
わ
ゆ
る
現
代

美
術
の
展
開
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。
あ
く

ま
で
現
実
の
多
様
な
形
象
を
描
く
こ
と

に
こ
だ
わ
る
中
村
の
絵
画
制
作
は
、
あ
ま

り
に
急
速
に
表
現
の
領
域
を
拡
大
し
た

回顧展「中村宏・図画事件1953-2007」を準備中の東
京都現代美術館に、全身黒ずくめといういでたちの
「絵画者」を訪ねた。展覧会では、本文で触れた1955
年の作品《砂川五番》から最新作にいたるまで約300
点を見ることができる。4月1日まで同館で開催中（7
月21日ー9月17日、愛知・名古屋市美術館に巡回予
定）［＊］
展覧会公式サイト　http://www.zugajiken.jp/

図鑑2・背後　2006 キャンバスにアクリル絵具
228×117cm 作家蔵


